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の歴史 ハードウエア ソフトウェア ネットワーク インターネット 情報倫理
講義の必要性
必要である 5 4 6 6 6 6 5
不要である 0 0 0 0 0 0 0
どちらでもよい 1 2 0 0 0 0 1
回答無　し 0 0 0 0 0 0 0
合　　計 6 6 6 6 6 6 6
内容の程度
難しすぎる 0 0 0 0 0 0 0
やや難しい 1 0 1 1 0 0 0
普　　　　通 5 6 5 5 3 3 4
やや易しい 0 0 0 0 1 2 1
易す　ぎ　る 0 0 0 0 0 0 0
回答無　し 0 0 0 0 2 1 1





の歴史 ハードウエア ソフトウェア ネットワーク インタ螺ット 情報倫理
教員 学生 教員 学生 教員 学生 教員 学生 教員 学生 教員 学生 教員 学生
学生の理解度
良く理解したよ
うだ 0 30 0 9 1 17 0 20 1 24 1 26 2 20
まあまあ理解し
たようだ 2！73 4 98 1112 3126 3123 3139 0 67
普　　　　通 4148 2188 31931187 2188 2169 3186
あまり理解でき
なかったようだ 0 66 0101 1 83 2 60 0 54 0 52 0105
全然理解できな
かったようだ 0 1 0 11 0 8 0 17 0 11 0 16 0 25
回答無　し 0 15 0 26 0 20 0 23 0 33 0 31 1 30






必　　要　　で　　あ　　る 6 6 6
不　　要　　で　　あ　　る 0 0 0
ど　ち　ら　で　も　よ　い 0 0 0
回　　答　　　無　　　し 0 0 0
合　　　　計 6 6 6
内容の程度
難　　し　す　　ぎ　　る 0 0 0
や　　や　　難　　し　　い 0 0 1
普　　　　　　　　　通 4 5 3
や　　や　　易　　し　　い 1 0 1
易　　し　　す　　ぎ　　る 0 0 0
回　　答　　　無　　　し 1 1 1
合　　　　計 6 6 6
学生の理解度
良く理解したようだ 3 2 1
まあまあ理解したようだ 3 3 3
普　　　　　　　　　通 0 1 2
あまり理解できなかったようだ 0 0 0
全然理解できなかったようだ 0 0 0
回　　答　　　無　　　し 0 0 0









































































テキス　ト 日本語ワープロ 表計算ソフト 電子メール
教員 学生 教員 学生 教員 学生 教員 学生
内容のレベル
難　　し　　い 0 81 0 13 0 21 0 10
やや難しい 0 183 0 60 0 112 0 44
普　　　　　通 5 157 4 261 5 254 4 220
やや易しい ：L 4 2 31 1 23 1 28
易　　し　　い 0 4 0 12 0 11 0 7
回　答　無　し 0 4 0 10 0 12 1 78
合　　　計 6 433 6 387 6 433 6 387
内容の範囲
広　す　ぎ　る 0 44 0 5 0 8 0 5
や　や　広　い 2 166 0 47 2 69 0 20
普　　　　　通 4 192 3 290 4 312 5 250
や　や　狭　い 0 7 3 20 0 18 0 18
狭　す　ぎ　る 0 2 0 1 0 0 0 2
回　答　無　し 0 22 0 24 0 26 1 92
合　　　計 6 433 6 387 6 433 6 387
説明の仕方
分かりにくかった 0 47 1 14 0 27 0 18
普　　　　　通 3 288 4 204 1 214 4 171
分かりやすかった 3 67 1 133 5 152 1 98
回　答　無　し 0 31 0 36 0 40 1 100
























回 答 無 し 0
?? 計 6
必要性
必 要 で あ る 6
必 要 で な い 0
わ か 、? な い 0






回 答 無 し 1
?? 計 6
　d．実習の際のサポート体制
実習の際のサポート体制について、教員側の意見を第6表に示す。サポー
ト活動の実態は学部2～4年生でパソコンに強い学生のアルバイトに頼って
いる状態である。しかし、1人でもサポートがいるのといないのとでは大違
いである。対応状況としてはr十分に補助してもらった」とr普通」とで
半々である。必要性については6名全員がr必要である」と思っていて、ま
た、必要な補助人数は2人ないし1人と考えている。その他、前述の各種テ
キストの印刷・製本・販売などの様々な仕事はセンター管理室の技術職員と
アルバイトの学生諸君が行っている。
　e．大学における情報教育の目的
第7表より、教員全員と大部分の学生が講義の内容はr役に立っと思う」
と思っていること、および、カリキュラム内容のレベルについても、双方が
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第7表　講義の内容と目的
教員 学生
講義の内容
役　　　に　　　立　　　っ　　　と　　　思　　　う 6 311
普　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通 0 96
あ　ま　り　役　に　立　た　な　い　と　思　う 0 12
わ　　　　　か　　　　　ら　　　　　な　　　　　い 0 8
回　　　　　　答　　　　　　無　　　　　　　し 0 6
合　　　　　　　　計 6 433
カリキュラム内容のレベルについて
難　し　い　が、　こ　の　ま　ま　で　良　い 0 79
難しいので、　もっと易しくしてほしい 0 137
ち　　　　ょ　　　う　　　ど　　　良　　　　い 4 188
易しいので、　もっと詳しくやってほしい 0 7
易　し　い　が、　こ　の　ま　ま　で　良　い 0 6
そ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　他 2 10
回　　　　　　答　　　　　　無　　　　　　　し 0 6
合　　　　　　　　計 6 433
情報処理教育の目的について　（2項目選択）
いくつかのコンピュータ言語を使えるようにさせたい 1 123
市販のパソコン・ソフトが使えるようになればよい 6 302
取り敢えず、キーボード入力が出来るようになればよい 1 87
い　ろ　い　ろ　な　資　格　を　と　ら　せ　た　い 0 177
システム設定が出来るようにしたい 0 59
一般的な知識のみで十分であ　る 0 48
そ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　他 3 4
回　　答　　項　　　目　　1　　っ　　の　　み 1 52
回　　　　　　答　　　　　　無　　　　　　　し 0 7
合　　　　　　　　計 12 859
rちょうど良い」と思っていることが分かる。大学における情報処理教育の
目的については教員側も学生側も共にr市販のパソコン・ソフトが使えるよ
うにな」ることという意見が圧倒的に多い。学生側にrコンピュータ言語が
使えるようになりたい」、およびr資格をとりたい」という意識が若干多い
点が目についた。「その他」の欄に記入された教員の意見を以下に示す。
　・必要な人には1種類程度のプログラミング言語を学習できるチャンスが
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　あっても良いと思う。
・ホームページ作りなど情報発信の訓練を含めても良いと思う。
また、教育の目的に関する意見として
・市販のパソコンソフトが使えるようになることに加えて、専門の授業や
　ゼミ、卒業研究などでパソコンを有効活用してゆけるための基礎的な知
識・技能・態度を養うこと。
・道具としてどのような活用があるのか、その知識を身にっけさせること。
3．教員の意見
　アンケート用紙には択一式に解答を選ぶだけではなく、自由な形式で意見
を書く欄も設けてある。以下にそれらの欄に書かれた教員の意見を示す。
r経営情報科学テキスト」について、改善点・御意見・御希望など
・1回の講義分の目安と簡単な演習問題や課題が欲しい。（2件あり）
・ちょうど良い程度と思うが、学生にとっては難易度というより、覚える
　ことが多いというイメージがあるようです。
rビデオ教材」について、学生が興味を持ったと思われるもの
・電子メール、インターネット関連のビデオ。
・インターネットにおけるネットワーク犯罪に関するビデオ。（2件あり）
講義の内容全般について
・役に立っとは思うが、これに続く科目との関連を考えないと本当にそう
　であるかは判断できない。
・パソコンが使えれば良いというだけでなく、その背景（ハードやソフト
　の知識）や必要性（情報の光と影）にっいて知らせることは意味がある
　と思う。
カリキュラム内容のレベルについて
・インターネットやネットワークについてもう少し詳しくやりたいと思っ
　ている。
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・現在の内容に加えて、どの様にコンピュータを活用できるかについての
方向性を学生に示してやると良いと思う。
最後に、rその他」、分野にとらわれない内容の意見
・ハードやソフトの基礎知識のウエイトを小さくして、ネットワーク・イ
　ンターネット関連の知識や技術を多くした方が良いと思う。
・Wordのテキストも1回毎に分割してあると有り難い。
・ホームページ作成のテキストもあると良い。
・r経営情報科学のテキスト」はrコンピュータ概論（要約版）」として
　は大変良くできていると思う。本格的テキストとして出版するのも学生
　のためには良いことかと思う。
・教材開発には経営・法学の先生からの要望も聞いておく必要があると
　思った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。
皿、これからの情報基礎教育
　経営学の教育目標は企業を合理的に管理できる経営者となり得る人材を養
成することである5。経営学部における情報教育の意味は現実のデータを入
手・処理することによって経営学の学習と理解を容易にすること、また、そ
のデータをもとに良質の意志決定を行う訓練をすることができる点にある。
したがって、これからの情報教育の主たる目的の1つは、たくさんの情報の
中から必要な情報だけを選びだし、それらを整理統合して付加価値のある情
報へと加工し、第三者に発表できる能力を学生達に身につけさせることにあ
る。このようなrプレゼンテーション技法」の重要性については高等学校の
教育においても十分認識されていて、たとえばr現代社会」の教科書に紹介
されている6。実習で、マニュアルに載っている例題をそのままただ入力し
て実行するだけでは応用力はつかないであろう。自分が得た技術を使って、
例えば、自分の専門におけるデータ分析にどのようにパソコンが使えるのか
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一学生達にとって、次に求められるのはこの応用の能力である。また、意
志決定の訓練と言う観点からは、SPSSのような高度な統計処理能力を持っ
たソフトの利用とそれに伴う分析の訓練、経営シミュレーションなどのコン
ピュータ・シミュレーションやビジネスゲームを授業に取り入れることは大
変効果的である。しかし、これらのすべてを本稿で問題としている情報基礎
教育で行うことは無理であるので、r経営情報科学」にっながる科目を整備
し・対応していく必要がある。
　CDROMの普及やインターネットの発達によって、我々は多くの情報を
従来に比べて格段に少ない労力で入手し、利用できるようになった。そのよ
うな状況を考えると、これからは情報基礎教育においても、rワープロ」・
「表計算」・r電子メール」の情報リテラシー教育だけでは不十分であり、こ
れらの豊富な情報源を積極的に利用し、またこちらからも提供していくこと
を念頭においた教育が必要である。例えば、ネットを通して提供されるマル
チメディア教材や教育補助手段などを授業に活用すると共に、本学の側から
も有益な情報をネット上に公開していく努力も必要である。
　マルチメディア教材の画像・音声・動画などの各種のデータは大量のメモ
リーを使うので、これらの情報を扱うためには、その基盤としてトラフィッ
ク（データ転送の容量）の大きな通信ネットワークの整備が必要である。つ
まり、現在の学内情報ネットワークの基盤をさらに拡充し、学内の様々な場
所からネットワークにいっでも自由にアクセスできる態勢を整える必要があ
る。それによって、ネット上にある最新のデータを入手し、それらを分析し、
まとめ、発表する、といった授業を展開することが可能となるのである。そ
の際には、発表の場として、大スクリーンとパソコンが接続できるビデオプ
ロジェクターを備えた教室が必要である。
　以上をふまえて、これからの庸報基礎教育で新たに拡充すべき内容として
以下の項目が考えられる。
　1．情報の整理。………プレゼンテーション技法の習得。
　2．情報の入手法。……データベースの使い方の訓練。
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　3．情報倫理。…………知的所有権の尊重など。
　しかし、もちろん、実習ばかりでなくコンピュータ全般に関する幅の広い
知識の習得も必要である。これらの点を考慮して、1例として作成したr経
営情報科学」の新カリキュラム内容の時間配分（講義回数で表す）を第1図
に提示する。なお、新カリキュラムからはセマスター制になるので、従来の
通年科目であるr経営情報科学」は分割され、r経営情報科学1」および
r経営情報科学豆」という1セマスターの半期科目と設定されている。
??????
情報基礎
講義6回
日本語ワープロ
実習6回
（a〉　「経営情報科学1」の内容
表計算ソフト
実習7回
プレゼンテーション
実習7回
（b）　r経営情報科学n」の内容
第1図　新カリキュラムの構想
　また、電子メールなどのコミュニケーション手段は本質的に双方向である
から、ネットワーク基盤の拡充を背景として、これを積極的に活用し、出来
得る限り教員と学生、および学生間の意思疎通をはかり、意見交換、議論な
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どが自由に活発に実現できる環境を整え、授業で対応できない部分を補って
いく計画である。
IV．結論
今回のアンケート調査をまとめると、教員の意見は以下の通りである。
1　前期の講義科目と後期の実習項目の全てにっいて、必要性があると考え
　ている。
2　前期の講義科目の一部については、教員側が思っているほどには学生が
理解していない項目もあった。特に、r情報倫理」にっいてはその差が目
立ったQ
3　実習項目の内容の程度はほぼr普通」のレベルであり、r学生達は理解
　したもの」と受け取っている。
4　r経営情報科学テキスト」をはじめとした各種のテキストは概ねr普
通」からrやや易しい」レベルで、範囲は「普通」からrやや広」く、説
明の仕方は「普通」からr分かりやすい」ものとみなされている。
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